
第 16 回 「まちの活性化・都市デザイン競技」の結果概要 
 
主  催：まちづくり月間全国的行事実行委員会、財団法人都市づくりパブリックデザインセンター 

後  援：国土交通省、福井市 

事務局：財団法人都市づくりパブリックデザインセンター 

   

■趣  旨 

これからのまちづくりにおいては、そこに生活し

活動していることの豊かさが実感でき、誇りのもて

る優れた景観を備えた環境整備が重要になっていま

す。現代の活動にふさわしい新たな都市景観の形成

には、まちの歴史や環境に配慮しながら、その都市

固有の品格を備えた洗練された表現と演出が求めら

れ、その魅力が都市に活力を呼び戻し、新たな賑わ

いを伴って、まち全体が活性化していくことが期待

されます。 

こうしたまちづくりの基本的課題を踏まえ、本「ま

ちの活性化・都市デザイン競技」は、地域にふさわ

しい整備構想とまちのデザインについて広く一般か

ら提案を募り、まちづくりに対する国民の関心を高

めるとともに、活力ある美しい景観を備えたまちづ

くりの実現に寄与することを目的として、平成 10

年度より毎年実施しています。 

 

■対象地区 

今年度は、福井市の中心市街地にあって、業務施

設が集積するエリアと福井城址や中央公園等によっ

て人が憩い・歴史を感じられるエリアが共存する「福

井城址周辺地区」（約 34ha）を対象地区に選定しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■募集内容 

１．対象地区の現況と課題 

当市の中心市街地は、安土桃山時代の柴田勝家に

よる北ノ庄城築城が始まりといわれ、江戸時代に入

り徳川家康の次男である結城秀康が 68 万石の城主

として慶長５年(1600年)に任ぜられことにより、そ

の後は城下町として発展を遂げてきました。福井城

址は、結城秀康が築城し、約 270 年間にわたり松平

家の繁栄の舞台となった名城跡です。 

明治 22 年に市制が施行され福井市となり、鉄道

の開通や織物産業等の興隆により、政治・経済・文

化の中心都市として発展してきましたが、昭和 20

年 7月の空襲、昭和 23年の福井大震災で壊滅的な打

撃を受けました。その後、水害、雪害と幾多の災害

に見舞われましたが、市民の不屈の精神によって不

死鳥のように甦り、「不死鳥のまち福井」を築き上げ

てきました。 

しかしながら、戦災、震災から 60 年余りが経過

し、都市全体、特に中心部においてはリニューアル

する時期にきています。そこで、福井城址内にある

県庁舎や中央公園に隣接する市庁舎を含め、今後順

次、建物や都市インフラの更新時期を迎えることに

なるとともに、人口減少と超高齢化の進展により公

共公益施設や住宅の郊外化といった都市の拡大を見

直すなど、新たな見地に立って、まちづくりを行う

必要があります。また、対象地区内では、福井城址

という城下町・福井を象徴する最も重要な歴史資源

がありながら、また、緑が少ないと言われる福井市

の中心部において緑が集中する中央公園があるにも

関わらず、市民にとって憩いの場となっているとは

言いにくいのが現状であり、また、JR 福井駅を利用

して訪れる来街者にとっても、福井城址を感じにく

くなっている事が課題となっております。 

既に進められている事業、特に福井市が福井県と

合同で策定した「県都デザイン戦略」を踏まえた、

県都・福井市のシンボル“福井城址”周辺の魅力を

高める都市デザインの創出を求めています。 

 

 

対象地区の鳥瞰 福井城址内 



２．対象地区に関するまちづくり方針等 

（１）まちづくり方針 

平成 24 年に策定した第六次福井市総合計画及び

福井市都市計画マスタープランでは、対象地区を含

む中心市街地を、福井市の都市づくりの基礎として

商業・業務・行政機関等の広域的な都市機能が集積

し、公共交通機関の結節点として福井県及び福井市

の社会経済活動の中心的役割を果たしてきた場所、

県都の顔と位置づけています。 

さらに、県都デザイン戦略においては、福井城址

周辺は福井県の県都として目指すべき姿である「歴

史を受け継ぎ、新たな文化を創造する県都」、「美し

く持続可能な都市」、そして「自然を守り、緑や水と

共生するまち」の中心的な役割を担うべき地区であ

るという役割が与えられました。 

（２）都市計画 

対象地区の福井城址周辺地区は、商業地域に指定

されています。対象地区全域が防火・準防火地域で

あり、全域が駐車場整備地区に指定されています。 

また、対象地区のうち、福井城址は風致地区に指

定されています。さらに、御屋形地区は昭和 59年に

第 1 種市街地再開発事業及び高度利用地区の都市計

画決定を行い、平成 4 年に完成しています。また、

三の丸地区は平成 2 年に第 1 種市街地再開発事業及

び高度利用地区の都市計画決定を行い、平成 15年に

完成しています。 

３．提案募集の内容 

本競技は、上記の現況・課題及びまちづくり方針

等を踏まえた上で、対象地区の魅力を高め、地域全

体を活性化するための拠点整備、回遊性の向上、良

好な景観形成を図るための都市デザイン、その整備

手法について、次のような提案を求めたものです。 

①福井城址を核とした、周囲の緑や業務機能と調和

した魅力あふれる都市・空間デザインの提案 

福井城址の歴史やデザイン、中央公園の緑や業

務機能との調和、賑わい演出を意識し、市民や観

光客にとって魅力を感じる都市のイメージを構

築する空間デザインを提案すること。 

②隣接するエリアとのつながりを意識した機能、空

間デザインの提案 

福井城址を核とした中心部から、浜町界隈を通

っての足羽川、足羽山へのアプローチ、養浩館庭

園への回遊性や新たな賑わいと憩いの空間の演

出など、対象地区内における都心軸の魅力を高め

る機能、空間デザインを提案すること。 

③市民文化活動が自由に繰り広げられる空間の提案 

福井城址周辺は市民文化活動による新たな芸

術・文化を創造する拠点としての役割が期待されて

いるため、市民による賑わい活動が自由に繰り広げ

られる空間に関するアイデアを提案すること。 

４．応募図書 

上記の募集内容に即して、対象地区の整備構想、

主要な提案空間のデザインイメージ、実現化方策な

どをＡ２サイズのパネル２枚に表現したものと、提

案の要旨をＡ４サイズ１枚にまとめたものを応募図

書として提出を求めたものです。 

 

■スケジュール 
応募登録 平成 25年 9月 9日（月） 

～10月 7日（月） 

現地説明会 平成 25年 10月 18 日（金） 

質疑応答 平成 25年 10月 18 日（金） 

～10月 24日（木） 

作品提出 平成 26年 1月 10 日（金） 

～ 1月 16日（木）必着 

審  査 平成 26年 1月 31 日（金) 

表  彰 平成 26年 6月（予定） 
 

■応募件数・応募者の属性 

事前の応募登録数が 49グループあり、最終的に提

出された応募作品数は 31でした（応募者の属性は円

グラフを参照）。 
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■審査委員会及び結果 

１．審査委員会 

委員長 西 村 幸 夫 東京大学教授 

委 員 石 川 幹 子 中央大学教授 

岸 井 隆 幸 日本大学教授 

高 見 公 雄 法政大学教授 

藤 本 昌 也 建築家 

廣 瀬 隆 正 国土交通省市街地整備課長 

東 村 新 一 福井市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．審査結果 

審査委員会での審査の結果、下記の入賞作品が選

定されました。 

※福井市長賞は福井市により選定されました。 

 

○国土交通大臣賞（1点） 

  ······ 賞状及び賞金 50万円 

（大成建設株式会社） 

石田武、川﨑泰之、友景寿志、平賀順也、黒

江由美、井村六美、阿部祐一 

 

○まちづくり月間全国的行事実行委員会会長賞（1 点） 

 ······ 賞状及び賞金 25万円 

（東京理科大学理工学部建築学科（伊藤研究室）） 

伊藤香織、中畑昌之、荒井隆太郎、上原慧史、

堀口裕、大矢遼太、川上萩子、髙橋真有、 

竹中翔、吉田恵子、小田健人、草谷悠介 

 

○(財)都市づくりパブリックデザインセンター理事長賞（1 点） 

 ······ 賞状及び賞金 15万円 

（清水建設株式会社プロポーザル本部都市開発計画室） 

宮前和也、岩井正道 

 

○奨励賞（2 点） ········· 各賞状及び賞金10万円 

［奨励賞１］ 

（東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻） 

有田昌弘、浅井淳平、庄 欣、王 玮、 

山崎明日香 

［奨励賞２］ 

（法政大学 デザイン工学部 都市環境デザイン工学科） 

山科盛人、黒 卓陽、芳賀徹也、花村 武、 

平野綾子、八木柊一朗 

 

○福井市長特別賞（1点） ······· 賞状及び記念品 

（戸田建設株式会社建築設計統轄部） 

平田拓也、加茂川智哉、四宮健次 

加藤敦史、百瀬雄介、國又 要 

 

■入賞作品の概要 
入賞作品の概要は次頁以下に見られる通りです。

詳細は（財）都市づくりパブリックデザインセンタ

ーのホームページ（下記ＵＲＬ）をご覧ください。

 

第一次審査：審査委員が各作品を一通り閲覧したうえで、

一回目の投票が行われ、有望作品として十数

点あげられました。 

最終審査 ：入賞候補作品を並べて、相互に比較検討しな

がら大臣賞をはじめ各受賞作品が選定され

ました。 

第二次審査：有望作品一つ一つについて議論された後、二

回目の投票により入賞候補作品が絞り込ま

れました。 

審査方法等の確認：審査を始めるに当たって、審査の内

容・方法等について確認されました。 

http://www.udc.or.jp 



国土交通大臣賞 
応募者： （大成建設株式会社） 

石田武、川﨑泰之、友景寿志、平賀順也、黒江由美、

井村六美、阿部祐一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ ー マ： 
「福井まちづくり啓発録」 

-育むまち うららのまち- 

主な提案： 

これからの福井の中心市街地は、整

ったインフラと機能集積を活かした

上で、市民の心の拠りどころとなる様

な魅力づくりに注力すべきである。 

そのためには個別のプロジェクト

だけでなくまち全体として取組みが

必要であり、市民が将来像を共有した

まちづくり、戦略的、継続的に展開し

ていくまちづくりを福井市民の現代

版まちづくり「啓発録」として提案す

る。 

（1）復元-本丸を復元し市民に親しま

れる場所をつくる 

（2）再編-県庁、業務機能を再編して

都市機能の集積を維持して

いく 

（3）眺望-福井駅と天守閣を結ぶ都市

軸を形成する 

（4）回遊-外堀空間を快適なオープン

スペースとして再現する。 

（5）郷土愛-まちの再編と合せてまち

づくりの担い手を育成する 

 
駅前広場と城址跡の天守閣との軸線上の視線を重視し

た空間構成を考え、その軸線を明確に都市デザインの中

に顕在化させた。アーバンデザインとして考慮されるべ

きシンプル性が明確に配慮された事が評価された。プロ

ムナードの軸を新たに設定しなおし、そこを LRT が通る

という新しい都市デザインの提案に成功している。 
周辺地域との連携については十分ではない、或いは、

パースが手慣れている反面、各部の提案は平凡であり、

残念であるといった憾みは残るものの、歴史性を踏まえ

た城址のプランも、よく練られており、また、強く目を

引くパースでほとんどを語り、近づいてみて見ると都市

スケールの視点から細部までがきちんと説明されており

まとまりある提案である。 

審査講評 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まちづくり月間全国的
行事実行委員会会長賞 

応募者： （東京理科大学理工学部建築学科（伊藤研究室）） 

伊藤香織、中畑昌之、荒井隆太郎、上原慧史、堀口裕、大矢遼太、 

川上萩子、髙橋真有、竹中翔、吉田恵子、小田健人、草谷悠介 

テ ー マ：  「城址公園都市」 

主な提案：     対象地区全体を「城址公園」に見立て、城址の同心環構造を活かしながら、多様な「緑」と「公共的

な空間」を配しつなげていくことで、公園の中で人々が歴史に触れ、憩い、住まい、創り、学び、働

くような「城址公園都市」を提案する。 

【主な計画】 

（1）本丸ボタニカルガーデン 

（県都の顔・本丸跡） 

福井県の植生のショーケース 

のような現代的な庭園とする。 

 
都市を分析するなかで課題やデザインの手掛

かりを見出し、公園を軸に新しい各種の提案に

結びつけていて、城内のデザインも過度になら

ず、好感が持てる。「城址跡公園都市」という明

確なテーマを打ち出し、城内は基本的にオープ

ンスペースとし、多様な市民的活動の場とした

提案が評価された。さらに、周辺の建築群にで

きるだけ 1 階を公開するルールを求める提案が

評価された。A2 判 2 枚という要求に対し、詰め

込まれた情報量は過大であり、多量の情報に埋

もれて重要な部分が見えにくい点、また、ボタ

ニカルガーデンに描かれた斜めのアクセントラ

インはビジュアルとして浮いてしまっている点

が残念であるが、福井県内の植生をきめ細かく

取り込んでいる優れた作品である。 

審査講評 

（2）南二の丸グリーン・ネックレス 

（南西の業務エリア） 

創造拠点・市役所・モビリティステーション

を起点に天候に左右されず屋内外

を貫通する緑の通路を巡らせる。 

（3）東三の丸ヴィレッジ 

（北東の居住エリア） 

共有の広場や駐車場を設け環

境調整装置としてのバックガ

ーデンで住宅を繋げる。 

さらに、堀端や街路に

は憩いや賑わいの機能

を持たせ、結節点にはマ

ルシェや大浴場等の集

まりの場を設ける。 

：観光客、居住者、就労者、来街者が無理なく共存する「城址公園都市」を計画する。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(財)都市づくりパブリック
デザインセンター理事長賞  

応募者： （清水建設株式会社プロポーザル本部都市開発計画室） 

宮前和也、岩井正道 

 

テ ー マ：  「わらんべ小径」 -小径がつなぐこどものあそび場- 

主な提案：  「こどもの遊び場」の再生を通じて、まちおこしを図る。昔の様に安全に遊ぶことができる「道」を再生

するべく、既存の道路や低未利用地を活用した掘の道、「わらんべ小径」の整備を行う。「こどもの遊び

場」が再生されたまちに「れきしあそび」「しぜんあそび」「でじたるあそび」の三つの遊びを提案する。 

■「わらんべ小径」とは 「歴史・環境・人の資源をつなぐ都市景観」 

「わらんべ小径」は福井の歴史を継承すべく、かつての福井城下のお堀の位置をたどるようにネットワークされた、こどもが安

全に遊べるお堀状の小径である。「わらんべ小径」は既成市街地にこどもの安全な遊び場を生み出すばかりでなく、歴史、自然、

人のネットワークを担い、福井のまちに新たな都市景観を構築する。 

 
都市の中心部に子供のアクティビティを

意図的に展開するというアイディアを、“あ

そび”の風景の望ましい姿として説得力のあ

る絵で表現している。中心市街地に新しい概

念の子供の遊び場をネットワーク型で提案

するという斬新な提案であり、歴史的まちと

未来を担う子供の場の組み合わせが高く評

価できる。具体的には、街を構成する大中小

の公共空間の中小公共の路地的空間をネッ

トワーク化し、子供たちが安心して歩きなが

ら回遊できるまちに仕立てた提案が評価さ

れた。地域の全体像がやや理解しづらい面が

あったものの、ズームアップされたパースに

主張をこめ、そこで展開されるべき活動を分

かりよく３つのあそびとして打ち出す手法

は明快であり、優れた作品である。 

審査講評 



奨励賞 
応募者： （東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻） 

有田昌弘、浅井淳平、庄 欣、王 玮、山崎明日香 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ ー マ： 
「あったまりの種」 

主な提案： 

あったまり＝「あたたかい」と「たまり」

まちで人がたまる場所、出会う場所 

このあったまりは、子育てや高齢者

介護支援、地元企業の支援、歩行者空

間の創出という課題を、人と人とを結

びつける事で解決しようとするもの

である。この様なあったまりがまちに

整備されることで、人の結びつきは

徐々に強くなっていき、さらにその空

間との関わりも変わって行く。あった

まりをまちに埋め込んでいくことで、

人の関係性を育み、交流し協力しなが

ら暮らす強い社会をつくることを目

指す。 

（1）子供や高齢者を見守るあったまり 

○福祉都市の顔・城址公園 

○共同中庭のある住宅 

（2）地元企業支援のあったまり 

○企業同士の交流拠点 

（3）シェルターのネットワークのあっ

たまり 

○電車やバスの待合室 

○小さなほっとスポット 

 
城址公園の将来像をイメージ豊かなパースで描き出し

ている。城の中に“あったかい”たまりを創ろうという

提案が良く、アイディアの勝利とも言える。人々が集い

ほっとすることのできる空間を“あったまりの種”とし

て定義し、対象地域全体に展開している。デザインも分

かりやすくメッセージ性に富んでいる。タイトルと紙面

の色使いで、勝負は半分以上決まっている。内容につい

てもタイトルから期待される通りであり、分かりやすい。 

審査講評 



テ ー マ：  「かこみち」  

主な提案：     まちのネットワークを確立させることで地域に根付き一体となった街、訪れた人にも福井市の良さを

体感できる街をつくる事を目指し、「過去」「囲み」「未知（道）」「小道」という四つの主題を掲げ、線

的な計画を行う事を提案する。 

（1）「過去」 

シンボルとして大いに期待 

できる福井城を復元する事 

で人が集まるようにする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奨励賞  
応募者： （法政大学 デザイン工学部 都市環境デザイン工学科） 

山科盛人、黒 卓陽、芳賀徹也、花村 武、 

平野綾子、八木柊一朗 

 
過去、囲み、小径、道という掛け合いと、

囲みを象徴する LRT の歩道上に乗せた環状

線、その提案一本で、あとは付け足しであろ

う。とはいうものの、LRT が城郭を一周す

る形でまわるというユニークなアイディア

からスタートし、電停まわりのデザインやお

城へのアクセスの提案等にまで拡げ、デザイ

ン化した力量とアイディアが評価された。メ

リハリの行き過ぎたパネルデザインも、印象

づけるのに一役買っている。 

審査講評 

（2）「囲み」 

福井城の復元を受け、周辺のア

クセス改善を行うためLRTを敷

く。福井城⇔足羽山、駐車場⇔

福井駅の往来を楽にする。 

（3）「未知（道）」 

LRT 設置に伴いそれの走行を円

滑化させるため、車の移動経路

に散在する駐車場の集約、歩行

者空間の確立を行う。 

（4）小道 

LRT の停留所、駐車場を始点

とした歩行者専用・優先道路

を施整備し、散歩道として確

立する。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

福井市長特別賞  
応募者： （戸田建設株式会社建築設計統轄部） 

平田拓也、加茂川智哉、四宮健次、加藤敦史、 

百瀬雄介、國又 要 

テ ー マ：  「歴史の舞台と四季の彩道
ハナミ チ

」 -新たな城下町をつくる- 

主な提案：     「城址を核として、歴史・自然・食文化・暮らしを特産品と四季彩で繋ぐ」 

城址を核としたエリア内外のネットワークを、福井固有の特産品四季彩によって形成していくこ

とで、「福井の持つ歴史的な魅力を四季の移ろいとともに感じられる」情緒あふれる街並みを、福

井の新たな城下町らしさとして提案する。 

【新たな城下町を楽しむための 3 つの仕掛け】 

（1）集まる：市民活動と歴史発信の舞台となる城址公園をつくる   （3）巡る：歴史をつなぐ色彩の散歩道をつくる 

（2）賑わう：地区ごとの魅力を再生する 4 つの彩道をつくる 

 
福井という場所は、四季をはっきりと感じる

ことのできる土地柄である。その福井の特徴を

捉えたテーマ設定はとても好感が持てる。また

、どんな季節に福井に訪れていただいても楽し

んでもらえる提案となっており高く評価でき

る。また、城址の中に賑わいが入り込んでくる

スキームも明快で、分かりやすい。 
城址を核とし、天守や櫓、門を復元し、さら

に城址を巡る遊歩道を整備するアイデアは城

址を象徴的に見せることができる素晴らしい

発想である。 
隣接するエリアを、福井を代表する花木でつ

なぐ考えやその通りの整備には福井の素材や

特産品、そして石垣のデザイン手法を用いてつ

ながりを感じさせる発想も高く評価できる。 
エリアをつなぐ軸上において、市民が楽しみ

ながら活動している空間デザインは、実現でき

ると本当に楽しいだろうなと想像させる力強

さを感じる。 

審査講評 


